
 

 

 

 

 

 

 

交通事故に気をつけましょう 
２月は、交通事故ゼロ強化月間になっています。市教育委員会の話では、今年度は学期

末に交通事故の発生が増加する傾向があるということです。よって、これから学年末とな

るので、引き続き、学校では子どもたちの交通事故の防止に努めていきたいと思います。

子どもたちが交通事故に遭わないようにするために特に大切なことが３点あります。一つ

目は技能です。自転車の運転を例に挙げれば、バランスを取り自転車を運転すること、安

全に停止することなど、自転車を正しく操作する身体的能力が自転車の運転では大切です。 

二つ目は、交通安全に関する知識です。これには左側通行、信号遵守、ヘルメットの着用

など、道路交通法に定められたルールの理解が大切になります。三つ目は、行動・態度で、

この中には危険を予測し、他者（歩行者や車両）を尊重する心構えや交通社会の一員とし

ての自覚と責任感などが含まれています。そして、これからの安全教育を考えるときには、

単なる「知識」の伝達に留まらず、実践的な「技能」と最も重要な「行動・態度」の育成

に焦点を当てる必要があります。子どもたちの危険を予測する力、安全な行動を考え、判

断し、実行する力を育成していくために、学校と家庭で継続的に指導をしていくことが大

切です。 

 次に一枚の資料を使って、どの

ような危険があるのかを考えて

みたいと思います。この資料で

は、中学生が登校のために交差点

を横断しようとしています。資料

にもあるように、右側が家の生け

垣で死角になっています。よっ

て、右側から車が来ている場合

は、中学生と車の運転手の両者が

お互いを認識できません。そし

て、道路に止まれの文字と一時停止の標識があるので、交差点を横断するときは必ず一時

停止をしなければなりませんが、この中学生が一時停止をしないで交差点を横断しようと

すると右側から来た車と交通事故が起きやすいことが分かります。また、右側から歩行し

てきた人がいた場合にも、その人に衝突する可能性があります。あわせて、道路の右側を

自転車で通っていることも交通事故を起こしやすい要因になっています。  

 

 

  

 
 

  学校のめあて 

心豊かで 
たくましく 
いつも進んで学ぶ子 

 ℡  25-4450  http:// www.isesaki-school.ed.jp/kitasyo/   

北 小 学 校 通 信  １ ９ 号   Ｒ ８ .２ .１ ０  
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